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A －94   コレ ステロ-  )レ剛 定泌 に つ`い て の蕪 忖

嚢践女 了 丈 蒙政　 安 田秀雄　 ○中 川靖 談
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10月16日(土)第３会場　午後3:30～6:00

A －95　TltaJnin B,欠乏ラヅトに釦けるpyruvate carboxylase とL-laotate  aeliyTirogenaseの活性について

同 女 大 家 政　 ○ 岸 部 公 子　 久 次 米 哲 子　 沖 中　 靖

目 的　Bi欠 乏 に よっ てPTTUvate 代 謝 の 主 経 路で あ るpyruvate  ae匂昿xoganatlon は活 性か 低

下 す る と 報 告さ れ て い る が， そ の他 の代 謝 経 路 か受ける影 響に つ い て は ほ とん ど報 告

さ れ てい 次い。 そ こ でpyruvate cax)oxylas e(PC)およびi-lactate  deなdr･ogenase(Ⅲ) を とり あ げB ，

欠 乏 時に お け る 両醵 素 活 性 の変 化を明らかに す る目 的 で7-/  ト の飼 育 実 験 を 行な っ た 。

方 法　 体重120 g 前後のWlBter 系 雄 ラ吋 を 欠 乏群CD), 標 準群((C)lOw/aay )お よ び多 量 投

与 群(㈲2o¥t/as.7)に 分け ， そ れ ぞ れ10 0間釦よび40 日間飼育 し 各 組 織(肝 臓，心 臓， 腎 臓，

脳， 筋 肉， 血液) 中 の 両画参素活 性 を 測 定し た 。

結果　 飼 育10 日 目に は８ 群 間に 体 重 な ど の差はほとんど認められなかった が,    40日目で は

ｴ群に お い て 体 重 減少 や運動神経麻痔　など が 現 わ れ た。Ｈ群で は40 日目 で もc群と有 憲 差 は

な かっ た 。 こ の よ うに 飼育し たラ-iト の 各 組織 中 の酵 素 活 性 を測 定し た 結 果， 肝 臓 中 の

pC は工群 で10 日目にC群に 比 べ78  噛4) 日目 には14  % で こ れら の タンパク 質　当 かの 比 活 性 も10

日目70*,  40 回目37    %と 明ら かに低い値を示し た。-4   だ 肝臓 中 のIiD は10 日目161 俤庇 活 性

150 価) で明らかに 高い 活 性 を示し た か40  日目're は71  価(比活 性38  沸)   に 低下し た。 つ ぎ

に 筋 肉中のPC を 比活 性で比べるとi群で10 日目46 価40 日目58 4 と明らかに低い 値 を 示し た 。

さ らKm 洋で肝臓中のLD は10  a目 に133 1 ( 比活 性133  価)40 回目 は258 S ( 比 活 性299 j ) と

著し く 高い 値を示し た。 そ の 齢 の 組 織に お け る 両齢 素 活 性 もほ ぼ 同 様 左傾 向 か 認 めら

れた がそ の 変化 は 上記 の 組 織中 に 釦け る 変 化ほ ど に は顕 著 で なか っ た。


